
会社での立場や仕事を教えてください。
　主には研修の企画をしています。今回の新人研修
ももちろん、階層別研修として、新しく主任になっ
た人向けの研修や、リーダーになった人向けのマネ
ジメント研修などを、どういうふうに体系立てて作
っていくか考えています。
　それ以外には、組織開発寄りのこともやっていま
す。社内ラジオの企画に参加したり、オンボーディ
ングとして中途採用の方へ面談をするなど、広く人
と組織に関わる課題解決に関わっています。

今回の新人研修でインプロを取り入れた理由
を教えてください。
　新卒研修の目的を考えた時に、大きな目標のひと
つにしていたのが同期の関係性構築でした。ですの
で、一番の目的はチームビルディングです。ここは
インプロの一番の得意分野じゃないですか。僕も何
回か体験させてもらいましたが、絶対その場にいる
人が仲良くなっていくんですよね。ただ、インプロ
には単なるレクリエーション以上の価値があると考
えています。それが、「身体を使うこと」です。
　仕事をする上で"コミュニケーションが大事"とは
よく言われますし、コミュニケーションに関連する
研修も様々あります。ですが、仕事上のコミュニケ
ーションって、時に情報処理になっちゃうんです
よ。もちろん業務がうまく回っている時は、効率的
でいいことなのですが、上手くいっていない時にも
情報処理のモードでい続けてしまうと、コミュニケ
ーションのエラーが起きてしまうことが多いと思う
んです。
　上手くいかなくなった時には、組織の中で他の人
を理解することがどうしても必要になってきます。
他者を理解する時に、身体性って避けられないと思
うんです。相手を理解するためには、その人の内面
が身体に現れて、それを受け取るというステップを
踏むじゃないですか。これは、相手を知ることもそ
うだし、自分が相手にわかってもらうのに、身体を
通して自分を出さないといけない。ここを大袈裟に
できるのがインプロのいいところだと思います。
　このようなコミュニケーションの本質的なあり方
を身体を使って学習する。そんな時間を研修の中に
設けることに意義があるなと思って、インプロを導
入しました。

実際やってみた感想をお聞かせください。
　インプロ研修は、研修初日に実施しました。自分
も参加していましたが、その場にいる体感としては
すごくよかったです。参加者がすごく生き生きして
いたし、研修後のコミュニケーションも、フランク
なんだけど本音が出ている感じがありました。これ
を初日にやれたことは重要だったかなと思います。
　その日の午後には対話に関する研修も実施しまし
た。対話っていう活動は、EDUCOMのバリューのひ
とつ（「納得いくまで対話する」）にも掲げられてい
て、会社としてとても重要な活動として位置付けら
れています。でも、対話って思考と言語によるコミ
ュニケーションなんですよね。仕事をしていると、
やはり思考と言語が優勢になっていくじゃないです
か。でも人間って本当は考えて喋るだけの生物じゃ
なかったりする。身体の感覚とか、その時に鳴って
いた音とか匂いとかが本当は影響を及ぼしているか
もしれない。思考とか言語とかに偏ってしまうコミ
ュニケーションのバランスをとる意味でも、インプ
ロがうまくハマったんじゃないかなと思ってます。

開発担当：計画の段階で、午後に対話についてやる
ことは聞いていたので、より身体に寄せて設計した
面があります。ここを共有しながら研修を作ってい
けたのもよかったポイントのひとつですね。

ご自身もインプロ研修を何度か受講されたこ
とがあると思いますが、インプロ研修の魅力
や価値はどんなところだと思いますか？

　身体が一度学んだことを感覚的に思い出せること
です。自分も、単発のワークショップとか講習に3回
参加したのですが、前にインプロをやった時の感
覚、例えば、「こうしないと伝わらないと思ったんだ
よな」という記憶とか、声の出し方とか、相手に届
かせるための拍手の動きとかを思い出せるんです。
インプロで学んだ感覚は、やらずにいると3ヶ月くら
いで日常に出てこなくはなってしまうこともあるん
ですけど、もう一回トレーニングする機会があると
すぐに思い出せます。
　前に筋トレ系の話で聞いた話ですけど、トップア
スリートが怪我をしてトレーニングし直す時、元々
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持っていたところまでは割とすぐ取り戻せるという
話を聞いたことがあるんです。それに近いような気
がしていて。インプロをやってから時間が経ってい
ても、改めて参加するとすぐに思い出せて、さらに
新しいことも学べる。前やったことはリセットはさ
れないんだなというのが自分の感覚でした。同時
に、何度かやるということが大事なんだとも思いま
す。

　

　そもそも、自分は最初インプロに抵抗があった人
なんです。大事だということはわかるけど、「え〜即
興演劇かぁ」という印象で。同僚がインプロのレッ
スンに定期的に通っていた時があったのですが、そ
の話を聞いても、「すごいな。でも自分は行かないか
な」と思ってました。ですが、今となっては、自分
自身がすごく学びを得ているなという感覚がありま
す。自分の中で変わったことがあるのか、インプロ
を何度か重ねてきた結果なのか、理由は色々あると
思いますが、自分の中でも不思議な感覚ですね。
　特に今回の新人研修は、過去に参加した講習の中
でも一番学びがありました。今回はすごく難しいワ
ークをやっていたわけではないと思うんです。イン
プロの基本的なことを中心に進めてくれていたと思
うのですが、本質的なところですよね。具体的に
は、講師の方が言っていた「100%で相手に伝えよう
としましたか？」という質問にハッとさせられまし
た。100%全力で伝えるワークだったけど、実際は
70%くらいでやっていた自分に気づかされたんで
す。このワードは、日常の中でも定期的にリフレク
ションしています。

　「100％やろうとしましたか」って、聞かれる側に
は痛い問いだと思うんです。大人になってから何か
を学ぶって多少なり痛みが伴うと言われているし、
もし本当にインプロを通して自分が変わろうと思っ
たら、自分がこれまで習慣にしてきたものに気づい
て、一旦捨てて、新しいものを身につけていくとい
うプロセスを踏むことになるじゃないですか。それ
は結構大変で、痛みが伴うと思うんです。ただイン
プロは、その過程を心理的安全性を担保した上で、

今後インプロ研修で取り組みたいことはあり
ますか？
　組織が活性化していく一つの方法として、インプ
ロがどういう役割を持っているのかをしっかり言語
化していきたいです。"インプロ"というある種変わ
ったものというよりは、会社の中の学びとして意味
があるものなんだと、担当者として説明できるよう
になりたいというのが運営的な目標です。
　その上で、社内ではもっとインプロがウケる人が
いると思うんです。抵抗感をもつ人もいるだろうけ
ど、インプロの考え方に救われる人とか、自分らし
さをより発揮できるようになる人がたくさんいると
思います。そういう人にアプローチできるようにし
たいし、そこから組織を良くしていくムーブメント
を作りたいな、というのが野望の一つです。

　最近、インプロ教育に関する本が出たじゃないで
すか。これまではどうしてもインプロはインプロと
いう劇の形式だったんですよ。それがどうやって教
育とか別の分野に影響するのかが言えるようになっ
てきたりとか、ヒントが出てきていますよね。そう
いうところからもっと広がっていく可能性もあると
思います。
　もちろん、広まることでただのレクリエーション
として認識されちゃうとか、本質とずれたところが
広まってしまうとか、デメリットもありますが。最
近よく見る哲学対話とか対話型鑑賞とか、そういう
手法が今まさに通っているプロセスですよね。そう
いう風なプロセスを経ながら、インプロも特別なも
のではどんどんなくなっていくんだろうなと思って
います。

＜研修概要＞
実施形態：新入社員研修
時間：2時間45分
参加人数：10名（新入社員）＋6名（研修担当者）

株式会社フィアレス
Mail：contact@fearlessinc.jp
HP：https://fearlessinc.jp/

さらにワーク自体も楽しいもの、Funなものをやっ
ているからこそ、Painの部分と両立して学びが進ん
でいくのかなというのを感じました。

開発担当：インプロは「上手くできないこと」「不完
全であること」を面白がるという考え方が特徴のひ
とつだと思います。できないことも隠さず面白がっ
てオープンにすることで、向かい合えるようになる
なと思っています。


